
 ２月１９日、利根沼田文化会館で第３１回とねぬま

た母親大会が開催され、のべ３００人が参加しました。 
大会は午前中に「ちゃんと知ろう原発と放射能」「ち

ゃんと知ろうＴＰＰ」「いいもの作って楽しもう」の３

分科会が行なわれ、約６０人が参加しました。午後は

ベトナム戦争で使用された枯れ葉剤に含まれるダイオ

キシンによる障害・奇形を問題にしたドキュメンタリ

ー映画「花はどこに行 
た」を上映、監督の坂 
田雅子さんの講演があ 
り、約２５０人が参加 
しました。 

１０日に内示された沼田市の新年度予算は、前号でお知らせしたとおり

一般会計規模は２０５億円余、特別会計など含めた総額で３４４億円余で

す。 
私たちをはじめ建築業界関係者などが求めてきた「住宅リフォーム助成

制度」が創設されますが、当初予算は５００万円です。企業誘致に対する

補助金は１，０００万円ですから約半分です。本市は、あてにならない外

部からの企業誘致よりも地元企業・業者の振興を優先させるべきです。 
高崎市は今年度補正予算で５，０００万円計上しましたが申し込みが殺

到し約２億円まで追加補正したそうです。新年度当初予算は１億５千万円

予定しています。伊勢崎市は新年度当初予算で１億円、沼田市より予算規

模が小さいみどり市は今年度１，０００万円、小さな嬬恋村でさえ今年度

の利用件数が１０５件、執行額が１，４００万円にもなっています。 
この制度の大きな目的は地域経済の活性化です。実施しているどこの市

町村でも助成総額の何倍もの経済効果が表われています。街中区画整理事

業には新年度も１億５千万円も予定しています。市内全域の建築関連業者

のみなさんの活性化が見込まれる「住宅リフォーム助成」の増額を求めて

いこうではありませんか。 
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実施日：３月２日１０時から１９時 
場所：前橋市本町３-９-１０ 
    働くものの相談センター 
電話：０１２０-３７８-０６０ 

 内部被爆を低減するために食品等の放射性物質検査事業を新

年度から始めます。測定器を国の消費者庁国民生活センターから

借り受け、東原新町の東庁舎に設置し、専門職員を配置して市民

が持ち込む食品等の検査や学校給食食材などの検査を予定して

います。予算額は、１６８万５千円です。 

いいもの作って楽

しもう第３分科会 

と  ね 

ぬまた 

 全体会オープニング 

ちゃんと知ろう原発と放射能第１分科会 


